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1.はじめに

　近年では，高い教育効果を得られることから教育現場
において ICT 機器の活用が注目されている．現在の教
育現場の悩みについてヒアリング調査を行った結果，単
位の関係について理解していない児童がいることが挙
げられた．本稿では「児童に補助単位を使用する力を育
成させること」を目的とした単位の関係学習アプリケー
ションの開発を行う．
2.研究背景
2.1.教育 ICT

　 ICT 機器の活用によって児童生徒に高い教育効果を
得られることから，令和元年に開始されたGIGAスクー
ル構想によって児童生徒 1人 1人にタブレット端末が支
給されるなど [1]，教育現場において ICT機器が本格的
に導入されている．
　また，家庭学習の際にも ICT 機器が使用されている
など，授業外での学習も可能になっている．
2.2.ヒアリング調査

　教育現場の現状や課題を調査するべく，小学校教員 1
名を対象にヒアリング調査を行った．調査の結果，1km
は 1mの 1000倍，といった単位の関係について理解し
ていない児童がいること，児童用タブレットに新しくア
プリケーションを入れる際には職員会議をする必要があ
り，教員の独断でアプリケーションを入れることができ
ないことが挙げられた．
2.3.研究目的・目標

　本稿では「児童に補助単位を使用する力を育成させる
こと」を目的とし，「小学校算数において，児童に単位の
関係を理解させ単位変換できるようにすること」を目標
とする．
3.単位の関係学習アプリケーション

　本研究で作成するアプリケーションは，小学校算数で
学習する長さ，かさ，重さの単位の関係について学習で
きる家庭学習用のWeb アプリケーションである．本ア
プリケーションで学習できる内容は次の通りである．
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図 1 単位学習画面

図 2 単位の関係テスト画面

• 長さ (mm，cm，m，km)
• かさ (mL，dL，L)
• 重さ (mg，g，kg)

本研究の目標を達成するために本アプリケーションが
満たすべき要求項目は以下の通りである．

要求項目 1 操作が簡便である
要求項目 2 単位の関係について誰でも正しく学習でき

る

要求項目を満たすため，本アプリケーションに以下の
ような機能を搭載した．

1. 単位の接頭語の意味を学習する機能
2. 単位変換する力が身に付いたか確認する機能

機能 1は，小学校で学習するm，c，d，kといった接
頭語の意味を学習する機能である．実装画面を図 1と図
2に示す．図 1ではmや g，Lの単位の前にどの接頭語
がつくことで何倍になるのかイラストで表示され，単位
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図 3 テスト画面

の関係について学習できる画面である．
図 1で学習した内容が身に付いたか確認する単位の関
係テスト画面が図 2である．この画面で特定の単位にm
がつくことで 1000分の 1倍になる，といった補助単位
の意味について正しく学習できたかテスト形式で出題さ
れ，正誤判定を行う．
機能 2は，機能 1で学習した内容が身についているか
確認するため，別の単位に変換する問題をクイズ形式で
出題される (図 3)．
選択肢を押した後，問題の解説がアニメーションとし
て表示されるため，特定の単位が何倍の関係なのか理解
できる．

4.実験
4.1.評価方法

　本アプリケーションが要求項目を満たすことができ
たか調べるために，研究室の学生 15 名を対象に評価実
験を行った．方法として，実際にアプリケーションを使
用してもらい，アプリケーションの使用後に行ったアン
ケートの結果を元に評価を行う．アンケートの質問事項
は以下の通りである．

質問 1 児童にとって本アプリケーションは使いやすい
と思いますか?

質問 2 児童が使用しても単位の関係について正しく学
習できると思いますか?

4.2.実験結果と考察

　要求項目 1 を評価するために，「児童にとって本アプ
リケーションは使いやすいと思いますか?」という質問
を行ったところ，15名中 2名が「とても使いやすい」，7
名が「やや使いやすい」，6名が「やや使いづらい」と答
えた．テスト機能のアニメーションが分かりやすい，と
いった肯定的な意見があったが，各機能の説明が足りて
いない，実装したボタンの大きさや文字のフォントが見
づらいことから使いづらいと感じた利用者がいると考え
られる．
　要求項目 2 を評価するために，「児童が使用しても単
位の関係について正しく学習できると思いますか?」と
いう質問を行ったところ，15名中 5名が「はい」，7名

図 4 質問 1のアンケート結果

図 5 質問 2のアンケート結果

が「どちらかと言えばはい」，3名が「どちらかと言えば
いいえ」と答えた．単位学習機能のイラストやテスト機
能のアニメーションによって単位の関係について視覚的
に理解しやすいという意見が多かった．以上の質問 2の
結果から要求項目 2を満たしているといえる．
　以上より，開発したアプリケーションは単位の関係に
ついて理解しやすいが児童にとって使いづらいといえ
る．そのため，各機能の説明の追加やフォントの変更な
どアプリケーション全体のデザインを改良していく必要
がある．
5.おわりに

　本研究では，ヒアリング調査で挙げられた教育現場の
課題を解決すべく，小学 3 年算数で学習する単位の関
係について学習できる家庭学習用Web アプリケーショ
ンの開発を行った．研究室の学生にアプリケーションを
使用してもらい，要求項目を満たしているか実験を行っ
た．アンケートによる評価の結果，本アプリケーション
は要求項目 2は満たせたが，要求項目 1は満たせなかっ
た．アプリケーションの使用面を改善するためにレイア
ウトの変更や各機能の説明を追加することが必要である
と考えられる．
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